
      今年度の重点：新しく挑戦・粘り強く挑戦  

 4月 7日（金）子どもたちの元気な声とともに令和 5年度がス

タートしました。各学年、新しいクラス名簿が張り出されると一

斉に駆け寄り、指を指しながら大きな声があがっていました。新

しい教室へ移動すると年度当初の緊張感がそれぞれの教室にあり

ました。 

今年一年のスタートにあたり、始業式で、令和５年度の重点目

標として「新しく挑戦・粘り強く挑戦」を伝えました。内容の抜

粋を紹介します。 

 

新しいクラスにも少しずつ慣れてきたころではないでしょうか。そろそろスターﾄした時の緊張

感もやわらいできています。ここからがまず一つ目の「粘り強く挑戦」です。新しい学年になり、

目標を持ち、新しく始めたことが一人一人あるのではないでしょうか。 

子どもたちと話をすると「生活面の目標」「学習の目標」「習い事の目標」「行事の目標」等それぞ

れ目標を立てていました。そして、今はできているようです。目標を見えるところに貼り、あと、

2週間頑張って続けてみましょう。5月には、それが習慣となり、当たり前の行動となります。是

非、お家の方も取り組んでいることを認めて、褒めてあげてください。もし、続かなくなってきた

ら一緒にどうしたら続けられるか考えてあげてください。そして、また自分から挑戦していこうと

する気もちを持てるように励ましてあげてください。この小さな繰り返しが自己肯定感の向上につ

ながり、大きくなったときの土台となります。 
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 これから始まる一年を楽しくするためにも今年は「挑戦」をしてください。誰と一緒のクラスになる

かも楽しみの一つですが、せっかく新しい友だちと出会えるのです。どんな新しい友だちとの出会いが

あるのか、そして友だちとなることを楽しみに「挑戦」してみて下さい。新しい友達ができて楽しいと

なっていけば、一緒にいられる友だちがさらに増えるわけです。これから新しい学年となり新しい学習、

理科や社会の教科の学習や、初めてのクラブ、委員会、初めての宿泊など初めてのことが沢山あります。

初めてのこと、新しいことに「新しく挑戦」して、経験を沢山してください。 

そしてもう一つの「挑戦」があります。「粘り強く挑戦」です。 

新しいこと、初めてのことに取り組めば、必ず成功することもあれば、失敗することもあります。そ

こでどうするかです。思い出して下さい。体育で３学期に縄跳びやマット運動や跳び箱をやりました。

新しい技や高い高さに「挑戦」をしました。「挑戦」をしていくとかならずどこかでできなくなる時があ

ります。でもあきらめずに何回も練習をしたことで跳び箱の４段が跳べたり、閉脚跳び等ができるよう

になりました。縄跳びでも２重跳びや３重跳びができたり、交差跳びができたりしました。「粘り強く挑

戦」したからです。このように一つのことを粘り強く続けることでできることが増えます。新しいこと、

初めてのことに挑戦をして、粘り強く続けることでできることが増えていきます。「粘り強く挑戦」で

す。 

 挑戦していくにも大切なのは、自分がどうなりたいのか、何ができるようになりたいのか、目標をし

っかりと持って、気持ちをしっかりと作り、「新しく挑戦」「粘り強く挑戦」『挑戦』してきましょう。 

 

 

 

 

 



 

 

    ～～～～ 朝の登校について ～～～～ 
校舎の児童玄関ですが 7 時 45 分に開けています。7 時 45 分から 8時 5 分ぐらいまでの間に

登校できれば 8 時 15 分のスタートにはランドセルを片付けて落ち着つく時間もあります。あま

り早い時間に登校することがないようにしてください。また、歩いて登校することで、体力の向上

にもなりますし、交通ルールを覚えることにもつながります。登下校の中で危険を回避することを

学んでいくことで、友達と遊びに出かけるときや自転車に乗り出したときにも安全な行動がとれる

ようになっていきます。 

 

          

          最高学年での挑戦  
 新 6 年生は３学期の後半からすでに新しい挑戦が始まっていました。３月 

25 日修了式の日から活躍をしていました。各教室の机やいすを運び、新学期 

のスタートに向けての準備が始まりました。4 月 6 日にも新学期準備として、 

全教室の掃除、教科書運び、入学式準備、1 年生の教室の飾り付け等、短時間 

の中で作業内容の紙を見ながら、的確に作業をこなしていました。毎年のこと 

ではありますが、6 年生のこの動きがなくて 

は、学校が始まりません。そして、1 年間、 

学校を動かすための行動が、委員会、学校行事等、あらゆる場面で

求められ、今までにない自覚と責任が求められます。この一つ一つ

の小さな挑戦を積み重ねることで、3 学期には一回り成長した姿に

なることを期待しています。このスタートの動きを見ていても期待

が持てる、頼もしい 6 年生です。 

 

    毎日が挑戦の 1年生  
 入学式から 10 日が過ぎました。学習道具を入れたランドセル 

を背負って歩いて学校まで登校することも挑戦です。初めて行う 

国語、算数の学習、給食の準備等々、毎日新しことへの挑戦でも 

あり、粘り強く挑戦をしています。挑戦をしていく中で基本的な 

学習習慣や生活習慣、友達との 

コミュニケーション等、新しい 

ことを学んでいます。今はその新しい学びが子どもたちにとって、

とても楽しい時間のようです。  

 

 

 

 


